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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は、石英系平面光波回路によるマッハツェンダ干渉計を用いた光スイッチの低消費電力化

を実現すると共に偏波ビームスプリッタを新たに開発したもので、光エレクトロニクスに寄与する

ところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認められる。  

 

 

 

 

 

 

 


